
１．技術提案書等　質疑書・回答書

1 LCEM －

頂いたLCEMツールと機器表の間に差異があります。LCEM
ツールを機器表の内容に修正し、提案に使用してもよろしい
でしょうか。

　設計図書にある機器表を正とします。

2
実施要
領

7

様式11-2の②ランニングコストは、光熱水費と解釈してよろし
いでしょうか。

　ES事業費を含んだコストとします。

3
実施要
領

7

ES設備の基本システムをベースとした独自提案（様式11）に
ついて、「①環境負荷低減と省エネルギー対策」および「②ES
費用及び光熱水費の削減」は整合性のある提案をするものと
考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

4

令和3年
4月5日
質疑回
答書

質疑番
号4（提
案書）

提案者名以外の企業名（メーカー名等）や個人名（氏名等）を
記載することは可能でしょうか。

　可能です。

質　　問
資料
番号

質疑
番号

資料
ページ
番号

回　　答



３．契約書・協定書関連　質疑書・回答書

1
実施要
領

1

「ES設備の設計業務については、技術協力者として、新病院
建設工事の設計者と協力して実施すること」となっています。
ES事業者と新病院建設工事の設計者間で設計契約は行わ
ないものと考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

2
責任分
担

2

上記で設計契約は行わないと回答の場合
「ES事業の範囲に対する建築確認申請・消防同意・危険物施
設届出等による病院施設又はES設備の設計変更に起因する
リスク」がES事業者負担となっているので、責任分担の変更を
して頂けないでしょうか。

　責任分担のとおりES事業者負担とします。

3
実施要
領

1

本体側工事業者への共益費及び賦金等は必要でしょうか。ま
た必要な場合、金額、パーセンテージ等をご指示頂けないで
しょうか。

　本体側工事業者と協議してください。

4
実施要
領

2

ES事業スケジュールが、建設工事が令和6年11月竣工、エネ
ルギー供給が令和7年4月から開始となっています。一般的
に、竣工からエネルギー供給開始するまでの約半年の間もES
設備を運転する必要があるので、エネルギー供給開始を令和
6年12月として頂けないでしょうか。

　ES業務開始は令和７年4月開始とします。
　ただし、竣工からES業務開始までの業務は別途協議にて契
約します。

5
実施要
領

3

ＥＳ事業の基本協定書を頂けないでしょうか。 　別紙添付資料を参照してください。

6
要求水
準書

20

5-2（２）コ④本事業開始前までのES設備の試運転に要する費
用について。竣工前の光熱水費は、貴院、本体側工事業者
及びＥＳ事業者で使用割合で負担するものと考えてよろしい
でしょうか。

　竣工前の光熱水費は、本体側工事業者及びES事業者にて
負担するものとします。

7
要求水
準書

20

5-2（２）コ④本事業開始前までのES設備の試運転に要する費
用について。竣工前にES設備の試運転は終わっています。
竣工からES事業開始までの間の光熱水費は貴院の所掌と考
えてよろしいでしょうか。

　当院負担とします。

8
要求水
準書

20

上記でＥＳ事業者負担となった場合、想定使用量で光熱費を
ＥＳ事業費に入れ、最終的に協議して決定するものと考えてよ
ろしいでしょうか。

　上記回答（質疑7）に準じます。

9
要求水
準書

23

イ.施工業務中.事業パンフレットについて、ES事業概要をパ
ワーポイント等で１枚にまとめ、A4用紙にて300部以上印刷す
るとの認識でよろしいでしょうか。

　よろしいです。

10
要求水
準書

27

工事中の受変電設備本設分に対する主任技術者は、貴院側
で準備して頂くと考えてよろしいでしょうか。

　ES事業者にて準備するものとします。

11
要求水
準書

27

配布資料の想定負荷および運転想定が運開後著しく異なっ
た場合、本提案で提示したＥＳ料金を別途協議とさせて頂い
てもよろしいでしょうか。

　よろしいです。

12
責任分
担

2

著しい物価変動のリスクについて、この中に著しい金利変動リ
スクも含まれると考えてもよろしいでしょうか。

　よろしいです。

質疑
番号

資料
番号

資料
ページ
番号

質　　問 回　　答



６．見積用設計図書及び参考図面　電気　質疑書・回答書

1 電気 ET-001

メーカーリストを頂けないでしょうか。またメーカー指定がありま
したらご指示願います。

　メーカリストは配布しておりません。
　非常用発電機は、コジェネレーションシステムと同期運転可
能なメーカーの製品とします。

2 電気
工事区
分表

私どもの解釈するＥＳ工事と本体工事の取合いを別紙１にまと
めたので、確認をして頂けないでしょうか。

　下記についてはES工事とする。
C：非常用発電機～B1Fキュービクル（高圧ケーブル）
F：パワコン～B1Fキュービクル（太陽光入力配線）

3 電気
要求水
準書
P13

(4)非常用発電設備に関する重量22トン以内について、重量
とは設備運転待機状態の運転重量と考えればよろしいでしょ
うか。

　1台あたり、通常運転状態の動荷重28t以下としてください。

4 電気

令和3年
4月5日
質疑回
答書

質疑回答より、太陽光自立運転出力はES工事となりますが、
出力の行先はどこでしょうか。階数・部屋名をご指示いただけ
ますでしょうか。

　屋上キュービクル付近に設置とします。

5 電気

令和3年
4月5日
質疑回
答書

質疑回答より、屋外ITV配置の別紙とは、どの図面に記入され
ているでしょうか。

　資料の掲載ができておりませんでした。
　別紙添付資料を参照してください。

区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問 回　　答



７．見積用設計図書及び参考図面　空調　質疑書・回答書

1 空調 MT-001

メーカーリストを頂けないでしょうか。またメーカー指定がありま
したらご指示願います。

　メーカリストは配布しておりません。
　コジェネレーションシステムは、非常用発電機と同期運転可
能なメーカーの製品とします。

2 空調 M-082

自動制御業者の指定は、ございますでしょうか。 　上記回答（質疑1）に準じます。

3 空調 M-012

要求水準書P10の温水必要熱量は、3,500kW。機器表の合計
能力が3,409kWとなっています。機器表の能力を正としてよろ
しいでしょうか。

　よろしいです。

4 空調 M-012

本体とＥＳ設備の取合いについて、ES設備の熱源配管は、熱
源機械室内の壁面付近まで、屋上はハト小屋の手前まででフ
ランジ渡しと考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

5 空調 M-012

冷却塔能力が500RT×2台に対し、排熱投入形吸収冷温水
機は250RT×2台となっています。よって、冷却塔能力は
250RT×2台と考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

6 空調
M-012
M-037
M-085

冷水２次ポンプ（PC-B1-1～6）について、機器表は6台、熱源
フロー図は5台、制御図は5台となっています。5台を正と考え
てよろしいでしょうか。

　機器表を正とします。

7 空調
M-012
M-037
M-085

温水２次ポンプ（PH-B1-3～7）について、機器表は5台、熱源
フロー図は5台、制御図は4台となっています。5台を正と考え
てよろしいでしょうか。

　機器表を正とします。

8 空調 M-012

RH-B1-1、RH-B1-2の燃料消費量は、高位発熱量
（45MJ/Nm3）と考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

9 空調

M-012
要求水
準 書
P.10

要求水準書に空調用温水の必要熱量を3,500kWと指定され
ていますが、機械設備図面M-012のすべての空調用温水熱
源（CGS暖房用熱交換器を含む）を合計しても、3,500kWを満
たしません。
独自提案の中で、必要熱量を満たす提案をすればよろしいで
しょうか。

　上記回答（質疑3）に準じます。

10 空調

M-012
LCEM
デ ー タ
（外気処
理系統）

M-012の機器表とLCEMデータ（外機処理系統）の機器構成
が異なりますが、様式7のES設備の基本システムに対する15
年間のES業務総額費用には、M-012の機器表を基本システ
ムとして積算すればよろしいでしょうか。

　よろしいです。

11 空調

M-038 熱源機械室の大型機器搬入は、廊下２の東側開口からと考え
て良いでしょうか。

　よろしいです。

12 空調

M-095 BS-B1-1、BS-B１－２、BS-B1-３、BHW-B1-1、BHW-B1-2
の燃料消費量は、低位発熱量（40.6MJ/Nm3）と考えてよろし
いでしょうか。

　よろしいです。

13 空調

要求水
準書P8
配布資
料(2)

要求水準書P8.3-2(1)②煙突接続までの横引き煙道をES工事
とする事になっていますが、配布資料(2)ｱ共通.工事区分
表ー1では、煙道は『機械室内はES工事』と記載があります。
機械室から煙突までの間の所掌区分をご指示いただけます
でしょうか。

　煙突は、建物建設工事で１階床スラブ下まで設置します。
ES工事で煙突に接続してください。

14 空調

要求水
準 書
P13

ＢＣＰに必要な表示機能は火災時空調動力停止制御・停電
処理制御・復電処理制御を中央監視画面に表示すると言うこ
とでよろしいでしょうか。

　よろしいです。

回　　答区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問



８．見積用設計図書及び参考図面　衛生　質疑書・回答書

1 衛生 MT-001

メーカーリストを頂けないでしょうか。またメーカー指定がありま
したらご指示願います。

　メーカリストは配布しておりません。
　メーカー指定はございません。

2 衛生 MT-001

蒸気（還）管がSGP（黒）となっていますが、SUS管にしてもよろ
しいでしょうか。

　よろしいです。

3 衛生
M-096
M-097

蒸気ボイラの保護のため、薬注装置を追設してもよろしいで
しょうか。若しくは無薬注システムとした方がよろしいでしょう
か。

　薬注装置を追設してもよろしいです。

4 衛生 M-037

オートクレーブおよびウォッシャーディスインフェクターに供給
する蒸気の水質基準がある場合、教えて下さい。また純水が
必要な場合、供給して頂けるものと考えてよろしいでしょうか。

　市水道等とします。純水は別途医療機器で装置を整備し供
給します。

5 衛生 M-037

質疑回答（4/5分）で蒸気流量の想定値を回答頂きましたが、
使用頻度の想定値も教えて頂けないでしょうか。

　各装置1日最大8回の稼働を想定しています。

6 衛生 M6

基本設計説明書（機械）災害時対策について、給湯設備の記
載がありません。病院機能維持の条件等をご指示頂けないで
しょうか。

　実施設計にて協議調整とします。

7 衛生 M6

基本設計説明書（機械）災害時対策について、蒸気の用途お
よび想定使用量を教えて頂けないでしょうか。

　蒸気の用途は、医療機器に対するものです。使用量は、実
施設計にて協議調整とします。

8 衛生 M-139

井水原水の水質を教えて頂けないでしょうか。また処理後の、
飲用水および雑用水の水質を教えて頂けないでしょうか。

　原水の水質は、下記計画地周辺データを参考としてくださ
い。
　pH値：6.7、塩素イオン：5.5mg/l、マンガン：0.68mg/l、
有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）：0.6mg/l、
カルシウム・マグネシウム等（硬度）：72mg/l、鉄：3.9mg/l、
蒸発残留物：193mg/l、アンモニア性窒素：0.15mg/l、
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素：0.1mg/l未満、
全シリカ：56mg/l、Mアルカリ度：19mg/l
　処理後の水質について、飲用水は透析機器に接続可能な
水質とし、雑用水はトイレ洗浄水程度とします。

9 衛生 －

要求水準書P7に不活性ガス消火はＥＳ事業者が設置すると
なっていますが、該当する物がありません。消火器を設置する
ものと考えてよろしいでしょうか。

　２階サーバー室に設置します。下記条件にて設備能力をお
見込みください。
　室面積：84.2m2
　OAフロア：FL-500mm
　天井高さ：2500ｍｍ

10 衛生 M5

要求水準書P10の時間最大給湯量は6,000L/h、基本設計説
明書(機械)では5,000L/hとなっていますが、5,000L/hを正とし
てよろしいでしょうか。

　よろしいです。

11 衛生
要求水
準書P9

井戸設備の水質基準（JIS-GL02-1994）は”基準値項目”につ
いて満足するものと言う認識でよろしいでしょうか。

　上記回答（質疑8）に準じます。

12 衛生

要求水
準書P9

井水設備から排出される逆洗水の排水は、直近に本体工事
で排水桝が設置される前提としてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

13 衛生

要求水
準書P9

井戸設備で受水槽に供給する日量300m3の飲料用もしくは
雑用水の内訳を教えて頂けますでしょうか。

　飲料用210m3/日、雑用水用90m3/日とします。

区分
質疑
番号

図面
番号

質　　問 回　　答



９．その他　質疑書・回答書

1
要求水
準書

30

7-2（FM）対象範囲（１）電気設備、（２）機械設備、（３）その他
に関して、不具合・故障が発生した場合の費用は、200万まで
事業者負担とし、それ以上は別途請求させて頂くものと考え
てよろしいでしょうか。

　よろしいです。

2
要求水
準書

30

気送管の維持管理業務は、「業務点検管理基準表」のRI系排
水処理設備と考えてよろしいでしょうか。

　気送管は気送管設備のことを示しています。

3
要求水
準書

33

オ.防災設備関係管理業務④について、消防法に基づく設備
の総合点検・機器点検を実施すると考えてよろしいでしょう
か。

　よろしいです。

4
要求水
準書

34

キ.その他作業 ～ について、運搬及び処分業務とは、各
医局から回収し、院内のごみ保管庫に運搬する業務ではな
く、院外への運搬及び処分業務と考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

5
要求水
準書

34

上記で院外への処分との回答の場合、年間排出量・処分頻
度を教えて頂けないでしょうか。

　令和3年4月13日質疑回答書（その他）質疑番号12，13，14
に準じます。

6
要求水
準書

34

キ.その他作業 電話交換機保守点検業務について
メーカー推奨の保守点検を実施すると考えてよろしいでしょう
か。またメーカーリストを頂けないでしょうか。

　よろしいです。メーカーは未定です。

7
要求水
準書

39

維持管理の常駐者が使用する駐車場は、病院駐車場を無償
で使用させて頂けるものと考えてよろしいでしょうか。

　１人当たり月額5,000円を見込んでください。

8
要求水
準書

39

年間200万の軽微な修繕の運用について、作業の都度、領収
書または請求書を提出するものと考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。

9

基本シ
ステム
のエネ
ルギー
消費量・
光熱水
費の想
定

「総括」
シート

「基本システムのエネルギー消費量・光熱水費の想定」の「総
括」シートの光熱水費・電力料金について、電気料金の基本
料金が、契約最大電力1kWで計算されています。要求水準
書P.9(2)アの予想最大使用電力（1,900kW）とCGSの発電電
力（450kW×2台）を加味し、正しくは契約最大電力1,000kW
で計算すると考えてよろしいでしょうか。

　CGSの保守点検を考慮し、契約電力を1,000kWまたは
1,450kWと想定し、ES事業費をご提案ください。

10

基本シ
ステム
のエネ
ルギー
消費量・
光熱水
費の想
定

「総括」
シート
「各種使
用量中
央」シー
ト

「基本システムのエネルギー消費量・光熱水費の想定」の「総
括」シートの電力、ガス使用量・電力消費量について、９月～
１２月が誤りがあるかと思います。正しくは、5,126,990kWhと考
えてよろしいでしょうか。
※「各種使用量　中央」シートの表「中央熱源+個別空調の各
種使用量」の電気・個別の９月～１２月のセルでリンク先に誤り
あり。

　よろしいです。

11

基本シ
ステム
のエネ
ルギー
消費量・
光熱水
費の想
定

「総括」
シート

質疑No.9，10を踏まえて、正しい値の「基本システムのエネル
ギー消費量・光熱水費の想定」をご提供頂けますでしょうか。

　修正したデータを提示します。
　ただし、LCEMデータは、熱源システムを選定するために使
用した段階の資料であるため、実施設計にて調整を行いま
す。

12

基本シ
ステム
のエネ
ルギー
消費量・
光熱水
費の想
定

「負荷モ
デ ル 」
シート

各表の負荷モデル・電力負荷（kWh）には、中央熱源、個別
空調の消費電力は含まれないと考えてよろしいでしょうか。

　中央熱源、個別空調、一般電力の和に、コジェネの発電量
を除いた値に修正したデータを提示します。

13

基本シ
ステム
のエネ
ルギー
消費量・
光熱水
費の想
定

「負荷モ
デ ル 」
シート

各表の負荷モデル・電力負荷（kWh）の値と、要求水準書
P.9(2)アの予想最大使用電力（1,900kW）とで、大幅な乖離が
あります（例：8月13時～14時の電力負荷が108,248kWhとなっ
ている等）。正しい、各表の負荷モデル・電力負荷（kWh）をご
提供頂けますでしょうか。

　上記回答（質疑9，11）に準じます。
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令和3年
4月5日
質疑回
答書

質疑番
号 6 ， 7
（ そ の
他）

質疑回答より、追加内容となった①室外空気の温湿度測定、
②騒音測定、③振動測定、④室内外空気の臭気測定の実施
頻度についてご指示頂けますでしょうか。

　測定頻度は下記のとおりとします。
　①室内空気の温湿度測定頻度と同等
　②、③機器試運転時
　④年4回

質疑
番号

資料
番号

資料
ページ
番号

質　　問 回　　答


